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(百万円未満切捨て)
１．平成28年２月期の連結業績（平成27年３月１日～平成28年２月29日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年２月期 117,885 3.3 3,520 44.8 3,546 45.4 1,531 42.8

27年２月期 114,173 4.1 2,431 49.3 2,438 51.7 1,072 55.2
(注) 包括利益 28年２月期 1,483百万円( 79.3％) 27年２月期 827百万円( 31.1％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年２月期 164.86 137.44 19.3 9.9 3.1

27年２月期 118.17 108.90 16.1 7.1 2.2
(参考) 持分法投資損益 28年２月期 ―百万円 27年２月期 ―百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年２月期 36,224 9,022 24.4 888.49

27年２月期 35,097 7,337 20.1 768.93
(参考) 自己資本 28年２月期 8,828百万円 27年２月期 7,040百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年２月期 4,210 △2,874 147 3,004

27年２月期 4,077 △2,735 △1,301 1,520
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年２月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 137 12.8 2.1

28年２月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00 198 13.0 2.5

29年２月期(予想) ― 0.00 ― 20.00 20.00 12.9
(注) 27年２月期期末配当金の内訳 普通配当10円 記念配当5円
　

　

３．平成29年２月期の連結業績予想（平成28年３月１日～平成29年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 59,500 0.1 1,420 0.4 1,420 0.2 850 0.7 85.55

通 期 118,000 0.1 3,530 0.3 3,550 0.1 1,540 0.6 154.99
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年２月期 11,091,917株 27年２月期 10,018,917株

② 期末自己株式数 28年２月期 1,155,883株 27年２月期 863,294株

③ 期中平均株式数 28年２月期 9,288,816株 27年２月期 9,075,678株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年２月期の個別業績（平成27年３月１日～平成28年２月29日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年２月期 72,737 2.2 1,453 28.7 2,465 20.3 1,152 23.1

27年２月期 71,194 5.0 1,129 37.2 2,049 112.7 935 61.6
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年２月期 124.04 103.41

27年２月期 103.10 95.01
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年２月期 28,089 8,387 29.2 824.61

27年２月期 27,152 7,076 25.0 740.40

(参考) 自己資本 28年２月期 8,193百万円 27年２月期 6,778百万円
　

　

　

２．平成29年２月期の個別業績予想（平成28年３月１日～平成29年２月28日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 36,900 0.2 740 0.5 410 0.7 41.26

通 期 72,800 0.1 2,470 0.2 1,160 0.7 116.75
　

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「1.経営成績・財政状
態に関する分析(1)経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

当連結会計年度における我が国経済は、一部には景気回復の兆しや雇用情勢の好転もあり、個人所得は改善の

傾向が見受けられます。然しながら、個人消費については購買力が回復基調にあるものの、消費税増税の懸念も

あり概ね横這い傾向にて推移し、決して楽観できない状況が続いております。

小売業におきましても、お客様の低価格志向は顕著であり、企業間の価格競争が激化するなど、厳しい経営環

境が依然として続きました。

このような環境の中、当社グループはこれまで通り食品スーパーマーケット事業に資源を集中し、経営方針で

ある社是「正しい商売」を徹底し、お客様の信頼と支持を獲得するために、安全・安心でお買い得な商品の提供

に努め、地域のお客様の食文化に貢献できる店舗づくりに取り組んでまいりました。

店舗開発におきましては、新規に４店舗(TAIRAYA三鷹新川店、TAIRAYA松代店、TAIRAYAつくば大穂店、TAIRAYA

上三川店)を出店するとともに、お買物がし易い品揃えや店内レイアウトの変更などグループ全体で12店舗のリニ

ューアル改装を実施いたしました。併せて不採算の３店舗を閉鎖した結果、当連結会計年度末における当社グル

ープの店舗数は110店舗となりました。

商品面におきましては、地域市場や漁港などを活用した美味しさ、品質の高い生鮮食品を強化するとともに、

惣菜売場では出来立て商品やグループ食品工場にて企画・製造した独自の惣菜商品を提供するなど売場の活性化

に努めました。併せてグロサリー部門におきましては、毎日お買い得な商品を投入し、個人消費の冷え込みに対

応した品揃えに努めました。

店舗運営面におきましては、商圏内におけるお客様からの支持を高めるべく、地域に密着した品揃えを推進す

るとともに、平日の販売力強化を図り、集客の拡大に努めました。

その結果、チラシ攻勢による競合との顧客争奪戦や、消費者の節約志向による単価下落の影響はあったものの、

当連結会計年度における当社グループの営業収益は、1,178億85百万円(前期比3.3％増)となりました。また、営

業総利益につきましては、商品調達コストの見直しや在庫効率の改善等に努めたことにより、前連結会計年度に

比べ９億６百万円増加(前期比3.0％増)いたしました。

利益面につきましては、営業利益35億20百万円（前期比44.8％増）、経常利益35億46百万円（前期比45.4％増）

となりました。これは主に、営業総利益が前連結会計年度比９億６百万円の増加であったのに対して、販売費及

び一般管理費が前連結会計年度に比べ１億82百万円減少（前期比0.7％減）したためであります。販売費及び一般

管理費の抑制は、当期経営方針であった「教育」による人時生産性の改善及び東日本大震災以降節電をはじめと

する店舗管理コストの低減に努めた結果であります。

最終利益につきましては、特別利益として２億29百万円、また特別損失として11億25百万円の計上がありまし

たが、15億31百万円の当期純利益（前期比42.8％増）となりました。
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② 次期の見通し

今後のわが国経済の見通しといたしましては、消費税増税問題により、景気回復局面とはいえ、消費は依然と

して低迷することが懸念されます。このような厳しい経営環境の中、当社グループといたしましては、新しい事

業年度の経営スローガンを「教育・コンプライアンスの徹底」とし、①商品力、②サービス、③経費コントロー

ルの各テーマに取り組み、収益力の改善を推進してまいります。

また、出店計画といたしましては、グループ計で複数店舗の新規出店と既存店舗の改装リニューアルによる既

存店舗の競争力アップに取り組んでまいります。

これらの取り組みにより、次期の業績は、営業収益1,180億円（前期比0.1％増）、営業利益35億30百万円（前期

比0.3％増）、経常利益35億50百万円（前期比0.1％増）、当期純利益15億40百万円（前期比0.6％増）を見込んでお

ります。

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債および純資産の状況

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ11億27百万円増加し、362億24百万円（前期比3.2％

増）となりました。これは主に営業活動によるキャッシュ・フローの増加に伴い現金及び預金が増加したことに

よるものであります。

当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ５億57百万円減少し、272億２百万円（前期比2.0％

減）となりました。これは主に設備関連の未払金等の流動負債が減少したことによるものであります。

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ16億84百万円増加し、90億22百万円（前期比23.0％増）

となりました。これは主に、自己株式の取得が２億96百万円あったものの、新株予約権の行使が６億82百万円あ

ったことと、連結当期純利益が15億31百万円であったことによるものであります。また、当連結会計年度末にお

ける自己資本比率は24.4％(前連結会計年度末は20.1％)となっております。

② 連結キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における連結キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

営業活動により得た資金は、42億10百万円であり、前期比3.3％(１億33百万円)の増加となりました。これは主

に税金等調整前当期純利益の増加と減価償却費の増加等によるものであります。

投資活動に使用した資金は、28億74百万円であり、前期比5.1％(１億39百万円)の増加となりました。これは主

に、新規出店等の設備投資によるものであります。

財務活動により得た資金は１億47百万円であり、前期比14億48百万円の増加となりました。これは主に自己株

式の取得による支出が２億96百万円あったものの新株予約権の行使が６億82百万円あったことによるものであり

ます。

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ14億83百万円増加(前

期比97.5％増)し、30億４百万円となりました。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年２月期 平成25年２月期 平成26年２月期 平成27年２月期 平成28年２月期

自己資本比率 16.5 17.8 18.7 20.1 24.4

時価ベースの自己資本比率 13.9 16.1 17.5 24.9 32.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

4.5 6.5 4.7 3.4 3.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

15.3 11.6 17.3 29.9 34.7

　(注) １．上記指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．自己資本比率＝自己資本／総資産

３．時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額／総資産

４．キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／営業キャッシュ・フロー

５．インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー／利払い

６．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

７．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を払っているすべての負債を対象として

おります。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要施策の一つに位置づけ、今後の業績動向および配当性向等を勘

案し、安定した配当を継続することを基本方針としております。

この方針に基づき、当期の配当金につきましては、前期の配当金１株につき普通配当10円、創立50周年記念配

当５円、計15円に代えて、期末において１株につき20円を予定しております。また次期の配当金につきましては、

期末において１株につき20円の継続を予定しております。

また、内部留保につきましては、店舗の新設および既存店舗の改装・増床にかかる設備投資等に充当し、企業

体質および競争力の更なる強化を図ってまいります。

　

（４）事業等のリスク

最近の有価証券報告書（平成24年５月25日提出）における記載から、新たに顕在化し速やかに伝達すべきリス

クがないため、開示を省略しております。
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２．企業集団の状況

当企業集団は、株式会社エコス（当社）及び子会社は４社（連結子会社３社及び非連結子会社１社）で構成さ

れており、スーパーマーケット事業を主要業務としております。

事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付け並びにセグメントとの関連は、以下のとおりであります。

事業内容 事業会社名 主要業務

スーパーマーケット事業 当社、㈱たいらや及び㈱マ

スダ

生鮮食品、一般食品及び日用雑貨品等の販売

その他
当社

一般食品及び日用雑貨品等の卸売り

当社、㈱たいらや及び㈱マ

スダ

店舗、不動産の賃貸

㈱ＴＳロジテック
一般食品及び日用雑貨品等の物流事業

㈱平成
店舗の賃貸、店舗物件の仲介

事業の系統図は、以下のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、「正しい商売」という社是のもと、地域に最適な食品スーパーマーケットチェーンとして「お

客様の食文化に貢献する企業」を目指し、「安全・安心」、「健康」、「美味しさ」、「鮮度」を重視した商品の提供と

楽しく豊かな食生活の提案が出来る魅力ある店舗づくりに一層の強化を進めております。

（２）目標とする経営指標

　当社グループは業界の勝ち組企業となるため、売上高経常利益率を自社の収益力を的確に示す指標として捉え、

その中期的な目標を３％に設定しております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題

（（3）中長期的な会社の経営戦略及び（4）会社の対処すべき課題は、併せて以下の記載のとおりであります。）

地域密着の食品スーパーマーケットチェーンとして競争の激化する業界内で勝ち残り、更なる業容の拡大と財務体

質の向上を図るために、従業員の教育訓練に注力するほか、社是である「正しい商売」に基づいて、コンプライアン

スの徹底にも取り組むべく、以下の重点施策を推進してまいります。

① 商品力

お客様からの更なるご支持を獲得するべく、高鮮度・高品質の商品提供ができるように商品作りや鮮度管理、

在庫管理に取り組みます。併せて平日の販売力向上を図るべく、毎日がお買い得で割安感のある商品の品揃えや

季節毎の大型催事に連動した売場作り等によって、店舗の集客力および収益の改善に取り組んでまいります。

② サービス

お客様への気持ちの良い笑顔の接客、産地や価格等の誤表記防止、清掃や衛生管理の徹底によって、ご来店い

ただいたお客様からの信頼を高められるよう、サービス力の向上に努めてまいります。

　

③経費コントロール

店舗では、日々の稼動計画によるマネジメント力の向上や教育訓練による技能向上によって、生産性の改善に

取り組むほか、お客様のご来店に繋がる効果的な販売促進費の運用にも努めます。

そのほか、ＬＥＤ照明等の省エネ機器への切り替えや店舗後方業務での細かな節電活動等により、電力使用量

の削減を図ってまいります。

また平成28年５月より開所する新物流センターでは、配送効率等の向上によって物流コストの改善に着手する

ほか、グループ内の情報システムに係るコスト改善にも順次取り組んでまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

当社は、平成20年6月23日に公正取引委員会より、当社が大規模小売業者として納入業者との取引において、①

不当な値引き、②納入業者の従業員等の不当使用等、③不当な経済上の利益の収受等について、これを取りやめ、

将来に亘り、これを行わないという排除措置命令を受けました。

当社としましては、これを真摯に受け止め、社内に「独占禁止法遵守のための行動指針」を制定し、当社の全

役員および全社員に周知するとともに、全てのステークホルダーの皆様より信頼を得られるように内部統制の強

化に取り組んでおります。
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４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの業務は現在日本国内に限定されており、海外での活動がないことから、当面は日本基準を採用す

ることとしておりますが、今後の外国人株主比率の推移及び国内他社のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）採用動向を

踏まえ、ＩＦＲＳ適用の検討をすすめております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当連結会計年度
(平成28年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,541,124 3,024,314

売掛金 595,595 698,158

商品及び製品 3,631,831 3,453,289

原材料及び貯蔵品 26,473 26,726

未収入金 2,541,711 2,440,445

繰延税金資産 458,882 368,438

その他 533,943 525,160

貸倒引当金 △39,320 △70,190

流動資産合計 9,290,244 10,466,343

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 22,282,193 22,327,476

減価償却累計額 △12,792,268 △12,914,377

建物及び構築物（純額） 9,489,924 9,413,098

工具、器具及び備品 5,736,520 6,145,605

減価償却累計額 △4,105,055 △4,290,144

工具、器具及び備品（純額） 1,631,464 1,855,460

土地 6,950,207 6,685,891

建設仮勘定 68,444 73,059

その他 8,262 14,001

減価償却累計額 △3,589 △5,094

その他（純額） 4,673 8,907

有形固定資産合計 18,144,715 18,036,417

無形固定資産

その他 727,033 716,272

無形固定資産合計 727,033 716,272

投資その他の資産

投資有価証券 519,623 803,253

敷金及び保証金 4,941,091 4,722,268

繰延税金資産 1,009,906 1,088,641

その他 650,566 612,983

貸倒引当金 △192,790 △222,740

投資その他の資産合計 6,928,398 7,004,407

固定資産合計 25,800,147 25,757,098

繰延資産

社債発行費 6,883 1,423

繰延資産合計 6,883 1,423

資産合計 35,097,275 36,224,865
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当連結会計年度
(平成28年２月29日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,130,958 6,280,025

短期借入金 2,360,000 1,200,000

1年内返済予定の長期借入金 4,082,110 4,867,940

1年内償還予定の社債 610,000 185,000

未払金 2,162,060 1,677,219

未払法人税等 702,595 609,854

賞与引当金 447,100 405,300

役員賞与引当金 104,270 103,800

ポイント引当金 270,379 112,595

その他 1,457,896 1,212,481

流動負債合計 18,327,371 16,654,217

固定負債

社債 215,000 30,000

長期借入金 6,205,965 7,290,490

役員退職慰労引当金 492,870 534,230

退職給付に係る負債 1,104,812 989,159

資産除去債務 157,151 159,626

長期未払金 261,281 650,170

その他 995,281 894,622

固定負債合計 9,432,362 10,548,299

負債合計 27,759,734 27,202,516

純資産の部

株主資本

資本金 2,709,242 3,095,170

資本剰余金 2,983,995 3,368,905

利益剰余金 3,014,544 4,433,750

自己株式 △531,840 △827,920

株主資本合計 8,175,942 10,069,906

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 151,762 46,502

退職給付に係る調整累計額 58,192 52,762

土地再評価差額金 △1,345,861 △1,341,125

その他の包括利益累計額合計 △1,135,907 △1,241,860

新株予約権 297,506 194,304

純資産合計 7,337,541 9,022,349

負債純資産合計 35,097,275 36,224,865

決算短信 （宝印刷）  2016年04月07日 10時24分 11ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社エコス(7520) 平成28年２月期 決算短信

― 10 ―

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
　至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
　至 平成28年２月29日)

売上高 111,544,646 114,675,100

売上原価 83,975,519 86,781,306

売上総利益 27,569,127 27,893,794

営業収入 2,628,695 3,210,540

営業総利益 30,197,823 31,104,334

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 2,564,810 2,501,323

ポイント引当金繰入額 134,376 112,595

消耗品費 791,944 808,308

貸倒引当金繰入額 14,635 14,771

貸倒損失 17,294 －

給料及び手当 11,519,260 11,698,300

賞与引当金繰入額 413,953 367,737

役員賞与引当金繰入額 104,270 103,800

退職給付費用 195,196 163,826

役員退職慰労引当金繰入額 29,620 43,650

福利厚生費 1,786,956 1,705,235

減価償却費 1,525,583 1,733,145

賃借料 3,602,619 3,588,521

水道光熱費 2,519,378 2,335,829

店舗管理費 1,002,171 922,641

その他 1,544,335 1,484,576

販売費及び一般管理費合計 27,766,406 27,584,266

営業利益 2,431,417 3,520,067

営業外収益

受取利息 32,523 29,913

受取配当金 8,290 10,572

資材売却による収入 158,157 157,734

その他 49,443 39,046

営業外収益合計 248,415 237,267

営業外費用

支払利息 137,286 122,911

コミットメントフィー 23,000 23,000

貸倒引当金繰入額 40,323 46,048

その他 40,575 18,696

営業外費用合計 241,185 210,657

経常利益 2,438,646 3,546,677
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
　至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
　至 平成28年２月29日)

特別利益

固定資産売却益 22,205 21,366

受取保険金 － 143,563

新株予約権戻入益 11,295 50,274

テナント退店違約金収入 1,633 13,933

賃貸借契約解約損失引当金戻入額 194,434 －

ポイント移行に伴う精算益 183,275 －

負ののれん発生益 87,361 －

役員退職慰労引当金戻入額 38,420 －

補助金収入 28,197 －

特別利益合計 566,822 229,137

特別損失

固定資産売却損 800 83

固定資産除却損 348,006 262,844

減損損失 423,364 765,377

店舗閉鎖損失 22,970 80,681

関係会社株式評価損 － 8,439

災害による損失 － 7,868

ソフトウエア除却損 35,870 －

固定資産圧縮損 28,197 －

ポイント引当金繰入額 136,002 －

役員退職慰労金 2,500 －

特別損失合計 997,711 1,125,295

税金等調整前当期純利益 2,007,758 2,650,519

法人税、住民税及び事業税 1,034,200 1,088,060

法人税等調整額 △98,906 31,133

法人税等合計 935,293 1,119,193

少数株主損益調整前当期純利益 1,072,464 1,531,325

当期純利益 1,072,464 1,531,325

決算短信 （宝印刷）  2016年04月07日 10時24分 13ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社エコス(7520) 平成28年２月期 決算短信

― 12 ―

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
　至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
　至 平成28年２月29日)

少数株主損益調整前当期純利益 1,072,464 1,531,325

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 59,844 △105,260

退職給付に係る調整額 － 52,762

土地再評価差額金 △305,084 4,736

その他の包括利益合計 △245,240 △47,761

包括利益 827,224 1,483,564

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 827,224 1,483,564
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,661,363 2,936,131 2,033,497 △427,462 7,203,529

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,661,363 2,936,131 2,033,497 △427,462 7,203,529

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
47,879 47,864 95,743

剰余金の配当 △91,417 △91,417

当期純利益 1,072,464 1,072,464

自己株式の取得 △104,377 △104,377

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 47,879 47,864 981,047 △104,377 972,413

当期末残高 2,709,242 2,983,995 3,014,544 △531,840 8,175,942

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 91,917 － △1,040,776 △948,859 286,629 6,541,299

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
91,917 － △1,040,776 △948,859 286,629 6,541,299

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
95,743

剰余金の配当 △91,417

当期純利益 1,072,464

自己株式の取得 △104,377

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
59,844 58,192 △305,084 △187,047 10,877 △176,170

当期変動額合計 59,844 58,192 △305,084 △187,047 10,877 796,242

当期末残高 151,762 58,192 △1,345,861 △1,135,907 297,506 7,337,541
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当連結会計年度(自 平成27年３月１日 至 平成28年２月29日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,709,242 2,983,995 3,014,544 △531,840 8,175,942

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,214 25,214

会計方針の変更を反映

した当期首残高
2,709,242 2,983,995 3,039,759 △531,840 8,201,157

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
385,928 384,910 770,838

剰余金の配当 △137,334 △137,334

当期純利益 1,531,325 1,531,325

自己株式の取得 △296,080 △296,080

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 385,928 384,910 1,393,991 △296,080 1,868,748

当期末残高 3,095,170 3,368,905 4,433,750 △827,920 10,069,906

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 151,762 58,192 △1,345,861 △1,135,907 297,506 7,337,541

会計方針の変更によ

る累積的影響額
25,214

会計方針の変更を反映

した当期首残高
151,762 58,192 △1,345,861 △1,135,907 297,506 7,362,756

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
770,838

剰余金の配当 △137,334

当期純利益 1,531,325

自己株式の取得 △296,080

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
△105,260 △5,429 4,736 △105,953 △103,202 △209,155

当期変動額合計 △105,260 △5,429 4,736 △105,953 △103,202 1,659,593

当期末残高 46,502 52,762 △1,341,125 △1,241,860 194,304 9,022,349
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
　至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
　至 平成28年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,007,758 2,650,519

減価償却費 1,549,006 1,760,581

減損損失 423,364 765,377

負ののれん発生益 △87,361 －

新株予約権戻入益 △11,295 △50,274

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28,173 60,820

賞与引当金の増減額（△は減少） 59,700 △41,800

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 48,270 △470

ポイント引当金の増減額（△は減少） 145,393 △157,783

賃貸借契約解約損失引当金の増減額（△は
減少）

△276,620 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △91,897 △95,868

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △11,150 41,360

受取利息及び受取配当金 △40,814 △40,485

支払利息 137,286 122,911

コミットメントフィー 23,000 23,000

店舗閉鎖損失 22,970 80,681

受取保険金 － △143,563

災害損失 － 7,868

有形固定資産売却損益（△は益） △21,405 △21,282

有形固定資産除却損 348,006 262,844

無形固定資産除却損 35,870 －

関係会社株式評価損 － 8,439

売上債権の増減額（△は増加） △10,504 △102,562

たな卸資産の増減額（△は増加） △260,705 178,289

仕入債務の増減額（△は減少） 185,444 149,066

未払消費税等の増減額（△は減少） 453,003 △275,022

その他の資産の増減額（△は増加） △33,722 347,139

その他の負債の増減額（△は減少） 328,320 △141,125

小計 4,950,090 5,388,661

利息及び配当金の受取額 10,408 12,298

利息の支払額 △136,306 △121,353

コミットメントフィーの支払額 △43,000 △33,000

保険金の受取額 － 143,563

災害損失の支払額 － △7,868

法人税等の支払額 △703,671 △1,171,347

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,077,521 4,210,954
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
　至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
　至 平成28年２月29日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,196 △20,200

定期預金の払戻による収入 20,192 20,196

有価証券の取得による支出 △300,000 △300,000

有価証券の売却による収入 299,816 300,333

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,747,523 △2,667,571

有形及び無形固定資産の売却による収入 115,963 280,270

有形固定資産の除却による支出 △23,509 △7,384

投資有価証券の取得による支出 － △499,475

貸付けによる支出 △39,180 △17,478

貸付金の回収による収入 79,547 30,169

敷金及び保証金の差入による支出 △172,144 △98,072

敷金及び保証金の回収による収入 54,167 64,190

事業譲受による支出 △2,900 －

その他 △60 40,146

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,735,827 △2,874,876

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △950,000 △1,160,000

社債の償還による支出 △860,000 △610,000

割賦債務の返済による支出 △181,433 △202,446

長期借入れによる収入 5,750,000 7,900,000

長期借入金の返済による支出 △4,930,632 △6,029,645

再生債権の弁済による支出 △21,290 －

株式の発行による収入 87,765 682,660

自己株式の取得による支出 △104,377 △296,080

配当金の支払額 △91,821 △137,380

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,301,789 147,107

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39,904 1,483,185

現金及び現金同等物の期首残高 1,481,023 1,520,927

現金及び現金同等物の期末残高 1,520,927 3,004,113
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当

連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤務期間に近似した年

数に基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当連結会計

年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が39,153千円減少し、利益剰余金が25,214千円増加して

おります。

また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ7,272千円増加しておりま

す。

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

(未適用の会計基準等)

・「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)

・「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日)

・「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日)

・「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号 平成25年９月13日)

・「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日)

・「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号 平成25年９月13日)

　

(1) 概要

本会計基準等は、①子会社株式の追加取得等において支配が継続している場合の子会社に対する親会社の持分

変動の取扱い、②取得関連費用の取扱い、③当期純利益の表示及び少数株主持分から非支配株主持分への変更、

④暫定的な会計処理の取扱いを中心に改正されたものです。

　

(2) 適用予定日

平成29年２月期の期首より適用予定です。なお、暫定的な会計処理の取扱いについては、平成29年２月期の期

首以後実施される企業結合から適用予定です。

　

(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中です。
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・「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成27年12月28日）

(1) 概要

繰延税金資産の回収可能性に関する取扱いについて、監査委員会報告第66号「繰延税金資産の回収可能性の判

断に関する監査上の取扱い」の枠組み、すなわち企業を５つに分類し、当該分類に応じて繰延税金資産の計上額

を見積る枠組みを基本的に踏襲した上で、以下の取扱いについて必要な見直しが行われております。

①（分類１）から（分類５）に係る分類の要件をいずれも満たさない企業の取扱い

②（分類２）及び（分類３）に係る分類の要件

③（分類２）に該当する企業におけるスケジューリング不能な将来減算一時差異に関する取扱い

④（分類３）に該当する企業における将来の一時差異等加減算前課税所得の合理的な見積可能期間に関する取

扱い

⑤（分類４）に係る分類の要件を満たす企業が（分類２）又は（分類３）に該当する場合の取扱い

(2) 適用予定日

平成30年２月期の期首より適用予定です。

(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中です。

(表示方法の変更)

前連結会計年度において、「有形固定資産」の「その他」に含めていた「工具、器具及び備品」は、金額的重要性が

増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結

会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「有形固定資産」の「その他」に表示していた1,636,138千

円は、「工具、器具及び備品」1,631,464千円、「その他」4,673千円として組み替えております。
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(セグメント情報等)

（セグメント情報）

　当社グループは、食料品及び日用雑貨品等の販売を主力としたスーパーマーケット事業を単一の報告セグメント

としており、その他事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、その他事業には、賃貸業、卸売

り業、物流事業等が含まれております。

（関連情報）

１. 製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

２. 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３. 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報）

該当事項はありません。

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成27年３月１日
至 平成28年２月29日)

１株当たり純資産額 768円93銭 888円49銭

１株当たり当期純利益金額 118円17銭 164円86銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

108円90銭 137円44銭

(注) １．（会計方針の変更）に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経

過的な取扱いに従っております。

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、３円27銭増加し、１株当たり当期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、それぞれ78銭及び65銭増加しております。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当連結会計年度

(平成28年２月29日)

純資産の部の合計額(千円) 7,337,541 9,022,349

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 297,506 194,304

　(うち新株予約権) ( 297,506) ( 194,304)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,040,035 8,828,045

普通株式の発行済株式数(株) 10,018,917 11,091,917

普通株式の自己株式数(株) 863,294 1,155,883

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

9,155,623 9,936,034

(注) ３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日)

１株当たり当期純利益金額

　当期純利益(千円) 1,072,464 1,531,325

普通株式に係る当期純利益(円) 1,072,464 1,531,325

　期中平均株式数(株) 9,075,678 9,288,816

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　普通株式増加数(株) 772,753 1,853,113

　 (うち新株予約権) ( 772,753) ( 1,853,113)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか

った潜在株式の概要

　

第８回新株予約権

　(新株予約権の数 4,430個)

第９回新株予約権

　(新株予約権の数 100個)

第10回新株予約権

　(新株予約権の数 4,660個)

第17回新株予約権

　(新株予約権の数 6,000個)

―

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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